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 「台風 24号による停電に関するアンケート調査」第一報 

                                      2019年 3月 17日 

 昨年の台風 24 号（9 月 30 日～10 月 1 日）による停電のアンケート調査にご協力いただきまし

て、まことにありがとうございました。簡易集計が完了しましたので、第一報としてご報告いたし

ます。今後の対策に関して、多くの貴重なご意見をいただきました。それらは、地区や年代ごとの

分析と合わせて、別途ご報告させていただきます。 

 調査実施者：曽根順子・松浦昌巳（協働遠州） 

 協力：西郷地区区長会、西郷地区まちづくり協議会、池田恵子（静岡大学） 

    
 

１．調査の目的と概要              ２．回答者の属性 
１）目  的： 停電で困ったことや対応を把握し、災害時に 

自宅で過ごすための備えを考える材料とする 

２）調査方法： 西郷地区区長会を通して配布・回収 

各家庭で主に家事をしている人に回答を依頼 

配布数 1491 回収数 1172 回収率 78.6％ 

３）実施期間： 2018 年 11月 14 日～12月末 

４）調査項目：1. 停電の有無・期間、2. ライフラインへの影響、 

3. 暮らしへの影響と対処方法、4. 家庭の備蓄、 

5. 近所・地域の助け合い、6. 回答した人・家族 

３．調査の結果 

①停電の有無・期間 

 回答した 1172 世帯（全体）の 65.0％にあたる 762 世帯で停電し、うち 153 世帯（13.1％）で３日間以上

停電が続いた。最も長引いた世帯では 10 月７日になって通電した。区別では、石ケ谷、小市、五明で、ほ

ぼ全体で停電した。滝ノ谷、長間、花屋敷では、停電はなかった。美人ケ谷、構江、石畑、方の橋では、比

較的長く停電した世帯と停電しなかった世帯に分かれた。 

 

図表 1-1 地区ごとの停電状況         図表 1-2 地区ごとの停電の長さ（全 1172 世帯） 

 

 

回答
世帯数

停電
世帯数

停電した
世帯の率

西郷全体 1172 762 65.0%

五明 111 110 99.1%

石ヶ谷 49 48 98.0%

小市 287 276 96.2%

方の橋 199 143 71.9%

構江 206 116 56.3%

石畑 63 28 44.4%

美人ヶ谷 79 29 36.7%

滝ノ谷 64 1 1.6%

長間 40 0 0.0%

花屋敷 53 0 0.0%

無回答 21 11 52.4%

回答世帯数 1172。回答者の性別は、 

男性 34％、女性 57％。年代は、70代以

上が 26％、60 代以上で 46％を占めた。 

性別      年代 
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②ライフラインへの影響 

図表２ 主要ライフラインの利用可能状況（停電した 762 世帯） 

 テレビは、停電した世帯の９

割以上で見られない時期があ

った（平均２日間、最長 24 日

間）。 

 固定電話も停電した世帯の

６割以上で不通の時期があっ

た（平均２日間、最長 20日間）。 

 防災無線の電源を乾電池に

切り替えて使えた人がかなり

いた。 

 
 

 

③暮らしへの影響と対処方法 
家が停電して困ったことは、「調理・炊飯、お弁当づくり」が一番多く（581世帯、停電した世帯の 76.2％）、

次いで「洗濯・乾燥」（568 世帯、74.5％）、「風呂・シャワー」（444 世帯、58.3％）、「情報の収集」（419 世

帯、54.9％）だった。94世帯（19.4％）がトイレに困った。タンクの水が流せなかったり、浄化槽のブロワ

が停止して臭気があった。34 世帯で水が出なかった。停電しなかった世帯も含め、買い物に困った世帯が

389世帯（全回答 1172世帯の 33.2％）。 

赤ちゃんのミルクや介護食をつくるのに困った世帯（24 世帯）では、太陽光発電でお湯を沸かしたり、コ

ンビニでお湯をわけてもらった。病院や薬局が利用できなかった（19世帯）、デイケアやヘルパーと連絡が

取れない、休みになって困った（11世帯）、医療器具・福祉器具が使用できなかったり電源を借りて使用し

たりした（５世帯）。停電がもっと長引いていたら、深刻な状況になっていたかもしれない。 

 図表 3－1「調理・炊飯・お弁当作り」への影響     図表 3－2「洗濯・乾燥」への影響 

（停電した 762 世帯）              （停電した 762 世帯） 

  

 

自由記述欄より・・・・ 

「冷蔵庫の中の食品が傷んで捨てた」「暗くて夕食づく

りに苦労した」「オール電化の弱点を思い知った」 

「卓上コンロで調理」「懐中電灯で照らして一品だけつ

くった」「日中に調理しておいた」「鍋でご飯を炊いた」

「会社で調理した」「主食を買った」 

自由記述欄より・・・・ 

「手洗いした」「手洗いの大変さを実感し

た」「風呂の水で下着など洗い、大きなも

のは二日間着て過ごした」「台風一過の晴

天だったので、手で絞ってもよく乾いた」

「日中、発電機・太陽光発電で洗濯機を回

した」 
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 図表 3－3「風呂・シャワー」への影響          図表 3－4「情報の収集」への影響 

（停電した 762 世帯）                     （停電した 762 世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3－5「買い物」への影響 

（回答 1172 世帯）            このほか停電して困ったこと（自由記述より） 

自由記述より・・・・ 

「ヤカンで湯をわかし手・足・体をふいた」「水

シャワーで過ごした」「体はぬれタオルでふき、

髪の毛は流さなくていいシャンプーを買って使

用」「ガス台で大鍋に湯を沸かして入浴した」「1

日目は太陽光温水器の湯を使用」 

自由記述より・・・・ 

「家では一切情報なし」「中電の情報はインター

ネットで見てもわからず、いつ復旧するのか知

りたかった。」 

「会社で情報収集した」「カーナビのテレビを利

用」「携帯電話を近所や親せきの発電機で充電さ

せてもらった」「車で携帯電話を充電した」 

自由記述欄より・・・・ 

「コンビニやスーパーの牛乳、パン、弁当が少な

くなり、買えなかった」「スーパーをハシゴした」 

「店頭にあるものを買うしかなかった」「店頭か

ら早い時期に食品が消え、不安になった」 

「停電時にお弁当を！と、学校からお願いされて

も、正直困った」「地域が停電断水しているなか残

業して、食料の確保が出来ないと困っていた」 

「LINE でママ友さんから営業しているお店の情

報を教えてもらった」 

家庭で 

「電気が来ないことで、精神的に大きなストレス

があり、体調がすぐれなかった」 

「夜は真っ暗になり、1人ですごした為、防犯上少

しこわかった」 

「復旧した後電気が入った時漏電していると困る

ので配電盤をすべて OFFにした（漏電の不安）」 

「携帯の充電に困った」 

「車庫の電動シャッターと、電動雨戸が開けらず

困った。雨戸も車庫もそのまま。自転車を使って

外出した」 

地域で 

「地域の情報が全くなくどうなっているのかもわ

からず困った」 

「信号機が停電して、車の往来が怖かった」「信号

が消えて、慎重に運転した。外出を控えた」 

「幼稚園や学校も、家庭の停電状況を把握してお

らず、主食を持たせるのが大変だった。情報交換

や把握する手段が必要」「給食センターの対応があ

ればよかった」 

「学校から子供が急に昼食無しで帰るなど、急な

ことに困った。親が仕事に行くため」 
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④家庭の備蓄 

 今回の停電は、幸いに短い期間で解消したこともあり、「おおむね足りた」世帯が多かった。カセットコ

ンロ、乾電池などはかなり多くの世帯が備蓄していた。今後、用意したいものとして、発電機、携帯電話の

充電器（乾電池式）、より多くの食料を挙げる人が多かった。非常用トイレ、石油ストーブなど、冬場やよ

り長期の被災生活を想定した備蓄の必要を指摘する声も多かった。 

 

図表 4－1 備蓄が足りたか（回答 1172 世帯）     図表 4－2 備蓄していた物資（回答 1172 世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤近所・地域の助け合い 

図表５ 近所・地域で助け合いをしたか（回答 1172 世帯）   例えば・・・・ 

☆「地域、中老のライングループで情報交換した」 

☆「近所間の大切な情報交換は助かった。 

大切だと実感した」 

☆「近所の人が声をかけてくれて心強かった」 

☆「発電機を貸した」「洗濯機を使わせてあげた」 

☆「水が出ないアパートの居住者に水をわけた」 

☆「固形燃料、買った惣菜を近所の赤ちゃん、 

買い物に不自由しているママと分け合った」 

☆「近所の方が買い出しに行くため声をかけてくれ、 

買い物を頼んだ」 

☆「公民館でご飯を炊きに行った。大変助かった」 

 

こんな助け合いがあればよいというご意見 

 

たとえ数日でも、電気の無い生活や家事は不自由で不安だったことがうかがえます。「今回は短時間で通

電したので特別に困らなかったが、電気が来なくなることが体験できてよかった」という声もありまし

た。今回の停電が、より長期的な被災への各家庭や地域の備えについて考える機会になれば幸いです。 

 組の中でも停電してる家としていない家があることがすぐに伝わらなかったので、非常時の連絡網を

決めておいた方がよいと思った（近所に困っている人がいるかどうかが把握できない）。 

 1、2日でなく長期となった場合、公民館等での助け合いが必要になる（食事、暖をとる）。 

 公民館を開放し、一人世帯の方や、電気が復旧していれば携帯電話等の充電やポットの湯沸かしも

可能となるので活用できるようにするとよい。携帯電話を充電できる所を多くしてほしい（夜間も）。 

 小学校や学習センターが停電しない場合、電源が使用できたらよい。周知方法を含め検討してほしい。 

 


